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2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021 2020 2021

7～12月 1～6月 7～12月 1～6月 7～12月 1～6月 7～12月 1～6月 7～12月 1～6月 7～12月 1～6月 7～12月 1～6月

建　設 ▲ 38.3 ▲ 27.3 ▲ 47.0 ▲ 15.2 ▲ 50.0 ▲ 27.3 ▲ 33.3 ▲ 37.5 ▲ 14.7 ▲ 9.0 20.6 34.3 ▲ 29.4 ▲ 27.3

製　造 ▲ 52.9 ▲ 35.3 ▲ 76.5 ▲ 25.0 ▲ 58.8 ▲ 25.0 ▲ 47.1 ▲ 52.9 ▲ 23.5 ▲ 5.8 25.0 25.0 ▲ 52.9 ▲ 29.4

卸　売 ▲ 66.7 16.6 ▲ 66.6 16.6 ▲ 20.0 20.0 ▲ 16.7 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 16.6 0.0 33.3 16.7 16.7

小　売 ▲ 52.0 ▲ 64.0 ▲ 57.7 ▲ 57.7 ▲ 60.0 ▲ 64.0 ▲ 32.0 ▲ 36.0 ▲ 11.6 ▲ 3.9 ▲ 3.9 0.0 ▲ 32.0 ▲ 60.0

飲　食 ▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 81.5 ▲ 77.8 ▲ 80.0 ▲ 76.0 ▲ 37.0 ▲ 48.2 ▲ 18.5 ▲ 22.2 ▲ 19.2 ▲ 3.8 ▲ 57.7 ▲ 61.6

宿泊・ｻｰﾋﾞｽ ▲ 53.4 ▲ 40.0 ▲ 63.3 ▲ 26.7 ▲ 53.3 ▲ 26.7 ▲ 32.0 ▲ 28.0 ▲ 20.0 ▲ 16.0 0.0 15.4 ▲ 20.7 ▲ 17.3

金融・保険 ▲ 33.3 0.0 0.0 20.0 ▲ 33.3 0.0 0.0 0.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 33.3 50.0 ▲ 20.0 ▲ 20.0

不動産 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0 0.0 0.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3 25.0 25.0 ▲ 75.0 ▲ 50.0

運輸・通信 ▲ 85.7 ▲ 50.0 ▲ 42.8 ▲ 33.3 ▲ 42.9 ▲ 33.3 ▲ 66.7 ▲ 33.3 16.7 16.7 16.6 33.3 ▲ 16.6 ▲ 16.6

その他 ▲ 32.3 ▲ 40.0 ▲ 26.5 ▲ 37.1 ▲ 35.3 ▲ 40.0 ▲ 20.0 ▲ 12.9 ▲ 3.1 3.0 13.4 9.7 ▲ 28.1 ▲ 31.3

全業種 ▲ 54.2 ▲ 43.3 ▲ 54.5 ▲ 36.2 ▲ 52.9 ▲ 39.4 ▲ 31.5 ▲ 32.1 ▲ 14.4 ▲ 9.4 7.2 16.2 ▲ 33.1 ▲ 34.4

古川商工会議所「新型コロナウイルス感染症影響調査」結果
（2020年下半期：7～12月実績、2021年度上半期：1～6月予測）

2020年下半期の古川の業況は全業種で悪化、2021年上半期は一部業種除き、引き続き厳しさが続く見通し

⑤販売単価ＤＩ ⑥従業員数ＤＩ ⑦資金繰りＤＩ①業況ＤＩ ②売上高ＤＩ ③採算ＤＩ ④仕入単価ＤＩ

【業況】2020.7～12月期は、前年同期比で全業種平均が▲54.2、そのうち飲食▲100.0、運輸通信▲85.7、不動産▲75.0と大幅な悪化を

示していた。2021.1～6月の上半期見通しは、前期比で卸売16.6と好転。しかし、飲食▲80.0、小売▲64.0であり、全業種平均▲43.3と

「悪化」を予測し、先行きは厳しいものとなっている。

【売上高】2020.7～12月期は、前年同期比で全業種平均が▲54.5、そのうち飲食▲81.5、製造▲76.5、不動産▲75.0と大幅な減少。

2021.1～6月の上半期見通しは、前期比で金融・保険20.0、卸売16.6と増加を予測しているが、飲食▲77.8、小売▲57.7など他業種は減

少、全業種平均▲36.2と厳しさが続く見通し。

【採算】2020.7～12月期は、前年同期比で全業種平均が▲52.9、そのうち飲食▲80.0、不動産▲75.0と大幅な減少であった。2021.1～6

月の上半期見通しは、前期比で卸売20.0を予測しているが、飲食▲76.0、小売▲64.0、全業種平均▲39.4と厳しさが続く見通し。

【従業員】 <プラス値で不足、マイナス値で過剰を表す> 2020.7～12月期は、前年同期比で全業種平均が7.2、そのうち金融・保険33.3、製造

及び不動産が25.0と不足、飲食▲19.2と過剰を示していた。2021.1～6月の上半期見通しは、前期比で金融・保険50.0、建設34.3と不足、

飲食▲3.8と過剰を予測している。

【資金繰り】2020.7～12月期は、前年同期比で全業種平均が▲33.1、卸売が16.7であるが、不動産▲75.0、飲食▲57.7と悪化。2021.1～

6月の上半期見通しは、前期比で卸売16.7であるが、飲食▲61.6、小売▲60.0、全業種平均▲34.4と厳しさが続く見通し。

※経営への影響に関しては、飲食・小売を中心に約7割の経営者が影響を受けており、建設業は現時点で影響はないが今後のマイナ

スの影響を懸念している。また、テレワークの実施状況は、約1割の実施に止まり、約7割がテレワーク可能な業務がないと回答し、経

営支援策として金融相談、地域活性化、雇用支援、行政・各機関への要望、販売促進支援の順に希望された。
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【分析方法】建設、製造、卸売、小売、飲

食、宿泊・サービス、金融・保険、不動産、

運輸・通信、その他の各業種に属する会

員205事業所から、①業況、②売上高、③

採算、④仕入単価、⑤販売単価、⑥従業

員数、⑦資金繰りに関して調査を行い、ＤＩ

値を求めた。

・2020.7～12月（前年同期比）

・2021.1～6月（前期7～12月比）

【調査期間】2021.3.1～3.19

【ＤＩ値】「増加・好転」と回答した企業割合から

「減少・悪化」と回答した企業割合を差し引い

た値。ゼロを基準に、プラスの値で景気の上

向き傾向、マイナスの値で景気の下向き傾向

を表す回答割合が多いことを示している。
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